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１．青崩峠道路の事業概要

１）事業目的

（１）三遠南信自動車道の事業概要

三遠南信自動車道（一般国道４７４号）は、長野県飯田市山本から静岡県浜

 

松市北区引佐町に至る延長約100㎞の高規格幹線道路であり、中央道、新東

 

名と連絡し、地域間の連携強化、奥三河、遠州、南信州地域の秩序ある開発、

 

発展に大きく寄与する重要な路線で、飯喬道路、小川路峠道路、青崩峠道路、

 

佐久間道路・三遠道路などから成る一般国道の自動車専用道路です。

 

①既存の高速交通体系から取り残された地域への高速サービスの提供

②災害に強い道路網の構築・地域医療サービス向上への支援

③三遠南信地域の交流促進、連携強化による地域の活性化の支援

等に寄与する高規格幹線道として広域的な役割を期待されています。

三遠南信自動車道（一般国道４７４号）は、長野県飯田市山本から静岡県浜

 

松市北区引佐町に至る延長約100㎞の高規格幹線道路であり、中央道、新東

 

名と連絡し、地域間の連携強化、奥三河、遠州、南信州地域の秩序ある開発、

 

発展に大きく寄与する重要な路線で、飯喬道路、小川路峠道路、青崩峠道路、

 

佐久間道路・三遠道路などから成る一般国道の自動車専用道路です。

①既存の高速交通体系から取り残された地域への高速サービスの提供

②災害に強い道路網の構築・地域医療サービス向上への支援

③三遠南信地域の交流促進、連携強化による地域の活性化の支援

等に寄与する高規格幹線道として広域的な役割を期待されています。

－ １ －

高 規 格 幹 線 道 路 網 図

高規格幹線道路とは、高速交通サービスの普及、主要拠点間の連絡

 

強化を目標とし、地域中枢、中核都市、地域の発展の核となる地方都

 

市及び周辺地域等から概ね1時間程度で利用可能となることを目標と

 

して整備しています。

　　　 開　通

　　　 事業中

計画中(現道活用区間）



－ ２ －

２）計画概要

路線名

 

：三遠南信自動車道

事業種別

 

：一般国道４７４号（高規格幹線道路）

起終点

 

：長野県飯田市山本～静岡県浜松市北区引佐町

全体延長

 

：約１００ｋｍ

 

（車線数：

 

４車線

 

・２車線

 

）

設計速度

 

：８０ｋｍ／ｈ

 

・

 

６０ｋｍ／ｈ

開通済延長

 

：小川路峠道路

 

矢筈トンネル

 

４．８ｋｍ

青崩峠道路

 

草木トンネル

 

２．２ｋｍ

飯喬道路

 

第１工区

 

７．２ｋｍ

事業化区間

 

：飯喬道路（平成４年度

 

）

 

Ｌ＝２２．１ｋｍ

小川路峠道路（昭和５９年度）

 

Ｌ＝

 

６．０ｋｍ

青崩峠道路（昭和５８年度）

 

Ｌ＝１３．１ｋｍ

佐久間道路・三遠道路（平成５年度）

 

Ｌ＝２７．９ｋｍ

路線名

 

：三遠南信自動車道

事業種別

 

：一般国道４７４号（高規格幹線道路）

起終点

 

：長野県飯田市山本～静岡県浜松市北区引佐町

全体延長

 

：約１００ｋｍ

 

（車線数：

 

４車線

 

・２車線

 

）

設計速度

 

：８０ｋｍ／ｈ

 

・

 

６０ｋｍ／ｈ

開通済延長

 

：小川路峠道路

 

矢筈トンネル

 

４．８ｋｍ

青崩峠道路

 

草木トンネル

 

２．２ｋｍ

飯喬道路

 

第１工区

 

７．２ｋｍ

事業化区間

 

：飯喬道路（平成４年度

 

）

 

Ｌ＝２２．１ｋｍ

小川路峠道路（昭和５９年度）

 

Ｌ＝

 

６．０ｋｍ

青崩峠道路（昭和５８年度）

 

Ｌ＝１３．１ｋｍ

佐久間道路・三遠道路（平成５年度）

 

Ｌ＝２７．９ｋｍ

（事業化年度）
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１）事業目的

（２）青崩峠道路の概要

一般国道474号青崩峠道路は、高規格幹線道路「三遠南信自動車道」の一

 

部を構成し、長野県飯田市南信濃和田から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家

 

に至る延長１３．１ｋｍの自動車専用道路です。

 

次の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域交流促進、三遠南信地域の連携強化

②救急医療サービスの支援

③災害に強い地域間ネットワークの構築

④地域活性化の支援

一般国道474号青崩峠道路は、高規格幹線道路「三遠南信自動車道」の一

 

部を構成し、長野県飯田市南信濃和田から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家

 

に至る延長１３．１ｋｍの自動車専用道路です。

次の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域交流促進、三遠南信地域の連携強化

②救急医療サービスの支援

③災害に強い地域間ネットワークの構築

④地域活性化の支援

２）計画概要

事業名 ：一般国道474号 三遠南信自動車道 青崩峠道路

起終点 ： （起点）長野県飯田市南信濃和田

（終点）静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家

延長 ：１３．１ｋｍ

道路規格 ：第１種第４級

設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

車線数 ：２車線

事業化 ：昭和５８年度

用地着手年度 ：昭和６０年度

工事着手年度 ：昭和６１年度

前回の再評価 ：平成１７年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ：約９３０億円

事業名 ：一般国道474号 三遠南信自動車道 青崩峠道路

起終点 ： （起点）長野県飯田市南信濃和田

（終点）静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家

延長 ：１３．１ｋｍ

道路規格 ：第１種第４級

設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

車線数 ：２車線

事業化 ：昭和５８年度

用地着手年度 ：昭和６０年度

工事着手年度 ：昭和６１年度

前回の再評価 ：平成１７年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ：約９３０億円
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浜松市

長野県

飯田市

青崩峠道路 L=13.1km

Ｌ=約7.0km

至 飯田

至

南信濃村役場 県 南信濃水窪線

至 浜松
青崩峠 EL=1,082m

D
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市 白倉川線

T’05 1,697 ／日
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－ ４ －

青 崩 峠 道 路 の 全 体 位 置 図

青 崩 峠 道 路 の 標 準 断 面 図

長野県

青崩峠道路

構造規格：第１種第４級
設計速度：６０ｋｍ/ｈ

※

 

（○○ IC ）は仮称である

トンネル部

構造規格：第１種第４級
設計速度：６０ｋｍ/ｈ

土工部

1.75

11.50

1.753.25 1.50 3.25



（３）事業の進捗状況

飯田市南信濃八重河内～浜松市天竜区水窪町奥領家間のＬ=約６．０ｋｍに

ついて、環境アセスメント評価書の縦覧を平成２１年６月に終了しました。

小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕について、測量、道路設計を推進していま

す。

事業進捗率は２６％、用地取得は未着手です。（平成２１年度末 見込み）

飯田市南信濃八重河内～浜松市天竜区水窪町奥領家間のＬ=約６．０ｋｍに

ついて、環境アセスメント評価書の縦覧を平成２１年６月に終了しました。

小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕について、測量、道路設計を推進していま

す。

事業進捗率は２６％、用地取得は未着手です。（平成２１年度末 見込み）
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※

 

（○○ IC ）は仮称である

（４）事業進捗の見込み

小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕、Ｌ=６．０ｋｍについて、早期供用を目指す。小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕、Ｌ=６．０ｋｍについて、早期供用を目指す。
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◆高規格幹線道路ＩＣ６０分圏域と遠州地域から南信地域への所要時間

約３０％の地域が、
高規格幹線道路ＩＣアクセスの
所要時間が６０分以上

※規制速度より算出

浜松市

飯田市

豊橋市

中心都市間
（飯田市～浜松市）の
所要時間は約４時間

三遠南信自動車道

高速道路

高規格幹線道路IC６０分圏域

高規格幹線道路IC６０分圏域外

〔 凡 例 〕

供用区間

整備計画区間

青
崩
峠
道
路

通
行
不
能

区
間

通
行
不
能

区
間

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

２．青崩峠道路の事業の必要性

１）広域交流、高速交通体系から取り残された地域

■高速交通体系から取り残されている南信州、奥三河、遠州地域では、高規格

 

幹線道路ＩＣから６０分以内に到達できない地域が約３０％存在します。

 

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号には、通行不能区間があ

 

り、地域間交流の大きな支障となっています。

 

■高速交通体系から取り残されている南信州、奥三河、遠州地域では、高規格

 

幹線道路ＩＣから６０分以内に到達できない地域が約３０％存在します。

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号には、通行不能区間があ

 

り、地域間交流の大きな支障となっています。

－ ６ －

飯田市と浜松市を結ぶ
国道１５２号は通行不能区間が存在



２）進む高齢化と水準が低い医療サービス

－ ７ －

■長野県内旧上村・旧南信濃村、静岡県内旧水窪町・旧佐久間町といった青

 

崩峠道路沿線の地域のほとんどは、６５歳以上の高齢者割合が全国平均

 

（２２．１％）を上回っています。

 

■また、人口あたりの医師数は、全国平均を大幅に下回っています。

■さらに、第３次救急医療施設への所要時間は、６０分以上かかる現状にあり

 

ます。

 

■長野県内旧上村・旧南信濃村、静岡県内旧水窪町・旧佐久間町といった青

 

崩峠道路沿線の地域のほとんどは、６５歳以上の高齢者割合が全国平均

 

（２２．１％）を上回っています。

■また、人口あたりの医師数は、全国平均を大幅に下回っています。

■さらに、第３次救急医療施設への所要時間は、６０分以上かかる現状にあり

 

ます。

◆第３次救急医療施設への60分アクセス圏

飯田市立病院飯田市立病院

磐田市立総合病院磐田市立総合病院

県西部浜松医療センター県西部浜松医療センター

聖隷三方原病院聖隷三方原病院

豊橋市民病院豊橋市民病院

※規制速度により算出

旧上村

旧南信濃村

旧水窪町

旧佐久間町

：現道活用区間

◆地域別に見た人口千人当りの医師数◆進む高齢化（高齢化人口割合）

静岡県

長野県

愛知県

豊橋市

豊川市
蒲郡市

新城市

設楽町
東栄町

豊根村

小坂井町

田原市

磐田市
袋井市

湖西市

森町

新居町

飯田市

松川町

高森町

阿南町

阿智村
平谷村

根羽村

下條村

売木村

天龍村

泰阜村

喬木村

豊丘村
大鹿村

掛川市

菊川市

御前崎市

（旧水窪町）

（旧佐久間町）

（旧南信濃村）

（旧上村）

浜松市
天竜区

浜松市
北区

浜松市
浜北区

浜松市
東区

浜松市
南区

浜松市
西区

浜松市
中区

凡例

H20高齢者割合

：10人に1人(10%)以上

： 5人に1人(20%)以上

： 4人に1人(25%)以上

： 3人に1人(33%)以上

： 2人に1人(50%)以上

６５歳以上の高齢者割合は、全国平均
（２２．１％）を上回る地域がほとんど
２人に１人が高齢者の地域も存在

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

出典：厚生労働省

 

H18医師、歯科医師、薬剤師調査
※旧上村・旧南信濃村、旧飯田市、旧水窪町・旧佐久間町の

医師数、人口は、合併前のデータ(H16)を補正して算出

〔長野県〕 〔静岡県〕
（人）

旧上村
旧南信濃村

旧水窪町
旧佐久間町

人
口

千
人

あ
た

り
の

医
師

数

旧飯田市 南信地域 長野県
平均

旧浜松市 西遠
地域

静岡県
平均

0.7人

1.6人

2.3人
1.9人 2.0人

2.5人

2.1人 1.8人

全国平均：2.1人

旧上村・旧南信濃村では
医師が大幅に不足

旧水窪町・旧佐久間町では医師が

 

不足

長野・静岡・愛知県境の
地域は、６０分以内に
第３次救急医療施設
へアクセスできない。

救命救急が困難な状況

カーラーの救命曲線

60分

旧津具村

設楽町
豊根村

旧富山村

東栄町

根羽村
売木村

天龍村



80mm

100mm

100mm

100mm

80mm

100mm

100mm

100mm

飯田市
（旧

 

飯田市）

飯田市
（旧

 

南信濃村）

飯田市
（旧

 

上村）三
遠
南
信
自
動
車
道

のべ３８０日
通行止め発生
（小嵐地区）

静岡県

愛知県

長野県

：現道活用区間

浜松市
（旧 水窪町）

◆青崩峠道路に並行する路線の通行
止め日数・回数

３）脆弱な道路網

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号は、通行不能区間があり、

 

地域の生活に大きな影響を与えています。

 

また、通行不能区間に並行する国道１５２号の代替路である旧兵越林道
※

は、
狭隘で脆弱な路線です。
国道１５２号では、平成１９年度に発生した降雨災害により、のべ３８０日にわ
たる復旧作業等により、通行止めとなりました。

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号は、通行不能区間があり、

 

地域の生活に大きな影響を与えています。
また、通行不能区間に並行する国道１５２号の代替路である旧兵越林道

※

は、
狭隘で脆弱な路線です。
国道１５２号では、平成１９年度に発生した降雨災害により、のべ３８０日にわ
たる復旧作業等により、通行止めとなりました。

－ ８ －

◆青崩峠道路沿線の規制区間

◆狭隘な路線である旧兵越林道
※

南信地域は、
事前通行規制区間が多い

：事前通行規制区間
は、規制実施連続雨量

：通行止め発生箇所

100mm

旧
兵
越
林
道

青
崩
峠
道
路

長野県と静岡県を結ぶ
国道１５２号は通行不能

0回

4回

1回

0

2

4

6

平成19年平成18年平成17年

0

250

500
通行止め日数

通行止め回数

(時間) (回数)

のべ7日

のべ380日

※対象路線：国道152号、418号

152152 418418

出典：飯田建設事務所資料

のべ３８０日の
通行止め

通
行
不
能
区
間

通
行
不
能
区
間

※

※旧兵越林道：長野県側

 

県道南信濃水窪線、浜松市側

 

市道白倉川線
の通称



193

162
184

173

227

182

0

100

200

300

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

遠山郷遠山郷

：現道活用区間

茶臼山高原

ラグーナ蒲郡

鳳来寺山

とうえい温泉

青崩峠道路が通過する遠山郷（旧上村・旧南信濃村）には、様々な観光資源

を有する遠山郷の主要な観光施設である道の駅遠山郷では、県内ナンバー

をはじめ、浜松ナンバー等の県外客が多く訪れます。

現況では、遠山郷までの所要時間が、飯田市から約１時間半、浜松市から約

３時間を要しています。

近年、南信地域及び遠山郷では、観光入込み客数が減少傾向にあります。

青崩峠道路が通過する遠山郷（旧上村・旧南信濃村）には、様々な観光資源

を有する遠山郷の主要な観光施設である道の駅遠山郷では、県内ナンバー

をはじめ、浜松ナンバー等の県外客が多く訪れます。

現況では、遠山郷までの所要時間が、飯田市から約１時間半、浜松市から約

３時間を要しています。

近年、南信地域及び遠山郷では、観光入込み客数が減少傾向にあります。

４）地域産業の現状

◆主な観光資源

出典：遠山郷観光協会ＨＰ

－ ９ －

霜月まつり

下栗の里

遠山郷をはじめとして、
優れた観光資源を
多数有する三遠南信地域

※遠山郷：しらびそ高原、遠山郷温泉、下栗の里、南アルプスの合計

出典：観光地利用者統計調査結果（長野県）

かぐらの湯

しらびそ高原

◆南信地域における観光入込み客数の推移

930

901

879
886885

800

850

900

950

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

遠山郷への観光入込み客数は

 

経年的に減少傾向

（万人） （千人）南信地域への観光入込み客数は

 

経年的に減少傾向

◆遠山郷における観光入込み客数の推移

浜松市

飯田市

豊橋市

遠山郷から浜松市の
所要時間は約３時間

飯田市から遠山郷の
所要時間は約１時間半

出典：観光地利用者統計調査結果（長野県）

※規制速度により算出



（２）事業の投資効果

１）

 

広域交流促進、三遠南信地域の連携強化

三遠南信地域では、高規格幹線道路ＩＣへのアクセス時間が６０分を要する地

域が解消され、三遠南信地域の高速ネットワークが確保されます。

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号の通行不能区間を回避す

 

ることとなり、三遠南信地域の生活の利便性が向上します。

 

三遠南信地域では、高規格幹線道路ＩＣへのアクセス時間が６０分を要する地

域が解消され、三遠南信地域の高速ネットワークが確保されます。

■長野県と静岡県を結ぶ主要路線である国道１５２号の通行不能区間を回避す

 

ることとなり、三遠南信地域の生活の利便性が向上します。

120

150

220

0 50 100 150 200 250

整備後

整備前
(中央道～東名道利用)

整備前
(国道153号・257号利用)

－ １０ －

中心都市間（浜松市から飯田市）

遠州地域から南信地域
のアクセスが向上

100分
短縮

※規制速度より算出

◆高速交通体系への60分圏域と中心都市間連絡の所要時間の変化

（○○ＩＣ）は仮称である ：現道活用区間

浜松市

飯田市

豊橋市

※規制速度により算出

三遠南信自動車道

高速道路

高規格幹線道路IC６０分圏域（整備後）

高規格幹線道路IC６０分圏域（現況）

〔 凡 例 〕

供用区間

整備計画区間

青
崩
峠
道
路

通
行
不
能

区
間

通
行
不
能

区
間

三遠南信自動車道整備後、
高規格幹線道路ICへのアクセス時間が
６０分を要する地域が解消されます

中心都市間
（飯田市～浜松市）の
所要時間が約１００分短縮



－ １１ －

青崩峠道路沿線の長野県内旧上村・旧南信濃村、静岡県内旧水窪町・旧佐
久間町では、 三遠南信自動車道の整備により、第３次救急医療施設へ６０分

での搬送が可能となり、救命率の向上が期待されます。

青崩峠道路沿線の長野県内旧上村・旧南信濃村、静岡県内旧水窪町・旧佐
久間町では、 三遠南信自動車道の整備により、第３次救急医療施設へ６０分

での搬送が可能となり、救命率の向上が期待されます。

２）救急医療サービスの支援

◆第３次救急医療施設からの６０分アクセス圏が拡大

旧旧

 

飯田市飯田市

旧旧

 

上村上村

磐田市立総合病院磐田市立総合病院

県西部浜松医療センター県西部浜松医療センター

聖隷三方原病院聖隷三方原病院

豊橋市民病院豊橋市民病院

※規制速度より算出

青崩峠道路の沿線地域は
第３次救急医療施設へ６０分で到達

◆救急搬送利用による患者への負担軽減

飯田市立病院飯田市立病院

旧水窪町旧水窪町

旧旧

 

南信濃村南信濃村

旧佐久間町旧佐久間町

：現道活用区間

旧
水
窪
町
（
静
岡
県
）

飯田市立病院 整備前：１１０分

整備後：６０分

聖隷三方原病院 整備前：９０分

整備後：６０分 ※規制速度より算出

６０分到達が可能
になり、医療施設の
搬送エリアが拡大

60分

カーラーの救命曲線

多量出血患者の場合、
６０分を要すると生存率はほぼ０％

旧津具村

設楽町
豊根村

旧富山村

東栄町

根羽村
売木村

天龍村



青崩峠道路の整備により、狭隘で脆弱な旧兵越林道※を回避することができ、

安心・安全な災害に強いネットワークが形成されます。

また、三遠南信地域では、市町村間で、災害時に相互応援を行う協定が結ば

れており、青崩峠道路が県境を結ぶことで、災害時の地域の安全性、信頼性

の強化となります。

青崩峠道路の整備により、狭隘で脆弱な旧兵越林道※を回避することができ、

安心・安全な災害に強いネットワークが形成されます。

また、三遠南信地域では、市町村間で、災害時に相互応援を行う協定が結ば

れており、青崩峠道路が県境を結ぶことで、災害時の地域の安全性、信頼性

の強化となります。

３）災害に強い地域間のネットワークの構築

－ １２ －

◆三遠南信災害時相互応援協定の支援

三
遠

南
信
自

動
車

道

三
遠

南
信
自

動
車

道

【三遠南信災害時相互応援協定】平成８年締結
（１）被災者の救出・救護、応急復旧等に必要な職員の派遣

（２）救出、医療、防疫、施設の応急復旧等に必要な資機材（車両

 

を含む。）及び物資の提供又は貸与

（３）食料、飲料水、生活必需品等の救援物資及びその供給に必

 

要な資器材（車両を含む。）の提供

（４）児童生徒等その他被災者の一時受入れ

（５）全各号に掲げるもののほか、特に要請のあった事項

上記の図は、協定による６ブロックと各ブロック代表都市を示す

※「三遠南信地域連携ビジョン」において、「三遠南

 

信災害時相互応援協定」の充実（広域的な連携

 

による災害廃棄物処理等）による、安全安心な

 

地域づくりの促進が謳われています。

◆三遠南信自動車道の整備による災害に強い地域の構築

災害時の地域の安全性、
信頼性の向上や連携を促進
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100mm

100mm

100mm

80mm

100mm

100mm

100mm

飯田市
（旧
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飯田市
（旧
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飯田市
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遠
南
信
自
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愛知県

長野県

：現道活用区間
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通
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不
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緊急輸送道路の確保
により災害に強い地域
の構築が実現

※旧兵越林道：長野県側

 

県道南信濃水窪線、浜松市側

 

市道白倉川線
の通称

※
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整備後

整備前

（分）

４）地域活性化の支援

■青崩峠道路の整備により、遠山郷（旧上村・旧南信濃村）へのアクセス性が向

 

上します。

 

■青崩峠道路等の整備により、遠山郷までの集客エリアが拡大し、三河・遠州地

 

域との観光交流の促進が期待されております。

 

■青崩峠道路等の整備により、遠山郷までの所要時間は、浜松市からが９０分

 

短縮されます。

 

■青崩峠道路の整備により、遠山郷（旧上村・旧南信濃村）へのアクセス性が向

 

上します。

■青崩峠道路等の整備により、遠山郷までの集客エリアが拡大し、三河・遠州地

 

域との観光交流の促進が期待されております。

■青崩峠道路等の整備により、遠山郷までの所要時間は、浜松市からが９０分

 

短縮されます。

90分
短縮

◆浜松市から遠山郷（旧上村・旧南信濃村）へのアクセスが向上

※規制速度より算出

－ １３ －

遠山郷

浜松市

青
崩
峠
道
路

※規制速度より算出 ：現道活用区間

90分
短縮

整
備
前
ル
ー
ト整

備
後
ル
ー
ト



（３）費用便益比（Ｂ／Ｃ）

○投資効率性の評価

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、
追加的に発生する便益を対象として算出した。

○前回評価時の費用便益（B/C）との比較

前回再評価（Ｈ17）時

 

B/C

 

（事業全体）：1.4

 

（残事業）：1.4

今回再評価時

 

B/C

 

（事業全体）：1.1

 

（残事業）：1.8

【前回再評価からの変更点】

・評価対象期間の見直し（40年→50年）
・費用便益マニュアルの改定による車種別の時間価値原単位等の変更
・将来の総走行台キロの改定

－ １４ －

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費
◇費用便益比（B/C） ＝

■走行時間短縮便益 青崩峠道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整

 

備した場合の走行時間費用を減じた差額
：

■走行経費減少便益 青崩峠道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、

 

車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：

 

燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両

 

償却費等）

：

青崩峠道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、

 

物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した場合の交通事故による

 

社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩

 

行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する

 

物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益 ：

■事業費 青崩峠道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）：

■維持管理費 青崩峠道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）：

◇B/C（事業全体） ＝ ＝
801億円

 

＋

 

215億円

 

＋

 

32億円

927億円

 

＋

 

38億円

1,048億円

965億円
＝ 1.1

◇B/C（残事業）
801億円

 

＋

 

215億円

 

＋

 

32億円

548億円

 

＋

 

38億円
＝

1,048億円

586億円
＝ ＝ 1.8
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３．コスト縮減や代替案立案等の可能性
（１）コスト縮減

残事業費約６９０億円のうち、約１０億円（約１％）のコスト縮減を図ります。

主な縮減内容は、以下を予定しています。

・トンネルズリの有効利用、工事用道路ルートの見直し・・・・約１０億円

引続きコスト縮減に努めながら、現計画に基づいて事業を推進します。

残事業費約６９０億円のうち、約１０億円（約１％）のコスト縮減を図ります。

主な縮減内容は、以下を予定しています。

・トンネルズリの有効利用、工事用道路ルートの見直し・・・・約１０億円

引続きコスト縮減に努めながら、現計画に基づいて事業を推進します。

（２）代替案立案の可能性

現計画ルートは、ＰＩ方式により平成１４年から平成１７年に実施した青崩峠道

路懇談会により、
①事業費

 

②自然環境

 

③地質条件

 

④工事の施工性

 

⑤地元の意向

 

等の観点から検討した結果、最適であると判断されたものです。

 

現計画ルートは、ＰＩ方式により平成１４年から平成１７年に実施した青崩峠道

路懇談会により、
①事業費

 

②自然環境

 

③地質条件

 

④工事の施工性

 

⑤地元の意向

 

等の観点から検討した結果、最適であると判断されたものです。

－ １５ －

※

 

（○○ IC ）は仮称である



以上のことから青崩峠道路の事業を継続する。

事業の進捗状況
飯田市南信濃八重河内～浜松市天竜区水窪町奥領家間のＬ=約６．０ｋｍについて、平

成２１年６月環境アセスメント評価書の縦覧終了

小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕について、測量、道路設計を推進中

事業進捗率は約２６％、用地取得は未着手（平成２１年度末見込み）

事業の進捗状況
飯田市南信濃八重河内～浜松市天竜区水窪町奥領家間のＬ=約６．０ｋｍについて、平

成２１年６月環境アセスメント評価書の縦覧終了

小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕について、測量、道路設計を推進中

事業進捗率は約２６％、用地取得は未着手（平成２１年度末見込み）

事業進捗の見込み
小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕、Ｌ=６．０ｋｍについて、早期供用を目指す。

事業進捗の見込み
小嵐ＩＣ〔仮称〕 ～水窪北ＩＣ〔仮称〕、Ｌ=６．０ｋｍについて、早期供用を目指す。

事業を巡る社会情勢等の変化
広域交流、高速交通体系から取り残された地域

進む高齢化と水準が低い医療サービス

脆弱な道路網

地域産業の現状

事業を巡る社会情勢等の変化
広域交流、高速交通体系から取り残された地域

進む高齢化と水準が低い医療サービス

脆弱な道路網

地域産業の現状

事業の投資効果
広域交流促進、三遠南信地域の連携強化

救急医療サービスの支援

災害に強い地域間ネットワークの構築

地域活性化の支援

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ①事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．１

②残事業の投資効率性の評価

 

＝

 

１．８

事業の投資効果
広域交流促進、三遠南信地域の連携強化

救急医療サービスの支援

災害に強い地域間ネットワークの構築

地域活性化の支援

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ①事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．１

②残事業の投資効率性の評価

 

＝

 

１．８

コスト縮減・代替案立案の可能性
残事業費約６９０億円のうち、約１０億円（約１％）のコスト縮減
（主な縮減内容：トンネルズリの有効利用、工事用道路ルートの見直し・・・・約１０億円）

現計画ルートは青崩峠道路懇談会により、事業費・自然環境・地質条件・工事の施工性・

地元意向等の観点から最適と判断されたものです

コスト縮減・代替案立案の可能性
残事業費約６９０億円のうち、約１０億円（約１％）のコスト縮減
（主な縮減内容：トンネルズリの有効利用、工事用道路ルートの見直し・・・・約１０億円）

現計画ルートは青崩峠道路懇談会により、事業費・自然環境・地質条件・工事の施工性・

地元意向等の観点から最適と判断されたものです

２）事業進捗の見込みの視点

３）コスト縮減・代替案立案の可能性

４．対応方針（原案）

平成１７年度の事業評価監視委員会から４年間が経過したことから、以下の３つ

 

の視点で再評価を実施しました。

１）事業の必要性に関する視点

－ １６ －
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